
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

負
け
金
を
頼
り
に
し
た
歪
ん

だ
経
済
成
長
で
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
は
、
家
庭
崩
壊
、
多
重
債

務
、
犯
罪
の
温
床
と
な
り
ま

す
。
カ
ジ
ノ
施
設
内
で
消
費

が
完
結
す
る
た
め
、
大
阪
市

内
の
商
店
街
や
飲
食
店
に
恩

恵
が
及
ぶ
ど
こ
ろ
か
、
む
し

ろ
客
を
奪
わ
れ
る
懸
念
が
あ

来
ま
し
た
。
建
交
労
大
阪
か

ら
は
、
前
村
執
行
委
員
長
、

橋
本
副
執
行
委
員
長
、
藤
川

執
行
委
員
、
荻
田
書
記
長
、

関
西
支
部
・
村
井
組
合
員
、

此
花
支
部
・
山
本
組
合
員
、

大
阪
合
同
支
部
・
阪
口
組
合

員
が
参
加
。
全
体
で
は
○
○

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

る
。
」
と
指
摘
し
、
３
度
目

の
都
構
想
に
つ
い
て
は
、

「
２
０
１
５
年
・
２
０
２
０

年
、
大
阪
市
民
は
住
民
投
票

と
い
う
最
も
重
い
手
続
き

を
経
て
大
阪
市
存
続
を
選

択
し
ま
し
た
。
現
・
吉
村
知

事
も
２
度
否
決
さ
れ
た
大

阪
都
構
想
は
『
私
が
や
っ
て

い
る
間
は
、
都
構
想
を
や
ら

な
い
。
』
と
明
言
し
て
い
ま

し
た
が
、
自
分
の
言
っ
た
事

に
も
責
任
が
持
て
な
い
偽

り
の
言
葉
だ
っ
た
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
度

も
繰
り
返
さ
れ
る
議
論
に

多
額
お
税
金
と
事
務
負
担

が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

以
上
の
再
挑
戦
は
、
市
民
が

下
し
た
審
判
を
軽
視
し
民

主
主
義
を
破
壊
す
る
暴
挙

で
あ
る
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
全
港
湾
阪
神
支

部
書
記
長
、
福
祉
保
育
労
書

記
長
、
生
協
労
連
書
記
長
な

ど
が
次
々
と
抗
議
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
阪
市
役
所
を

取
り
囲
む
よ
う
に
建
交
労

大
阪
府
本
部
、
建
交
労
関
西
支

部
、
全
港
湾
阪
神
支
部
、
大
阪

労
連
宣
伝
カ
ー
で
音
源
を
流

し
な
が
ら
運
行
し
ま
し
た
。
宣

伝
の
最
中
に
は
通
報
を
受
け

た
警
察
が
出
動
す
る
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
に
発
展
せ
ず
、
最
後
ま
で

抗
議
宣
伝
を
行
う
こ
と
が
出

大
阪
労
連
民
間
部
会
は
、

６
月
３
日
（
水
）
大
阪
市
役

所
前
に
お
い
て
「
カ
ジ
ノ
建

設
阻
止
・
３
度
目
の
都
構
想

反
対
」
の
宣
伝
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
宣
伝
を
始
め

る
前
に
も
大
阪
市
民
が
声
を

か
け
て
き
て
『
私
も
カ
ジ
ノ

に
反
対
や
、
今
度
は
い
つ
宣

伝
や
る
の
？
ビ
ラ
は
な
い

の
？
頑
張
っ
て
や
』
と
激
励

し
て
く
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に

民
間
部
会
・
荻
田
部
会
長
が

マ
イ
ク
を
持
ち
、
荻
田
部
会

長
は
、「
大
阪
府
・
市
が
進
め

る
夢
洲
へ
の
カ
ジ
ノ
誘
致
推

進
派
は
経
済
波
及
を
謳
い
ま

す
が
、
そ
の
実
態
は
誰
か
の

ＮＯ１２５（１）           建交労大阪府本部機関紙            2026年 6月号         

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民
法
協
主
催
の
労
働
委
員

会
懇
談
会
は
、
６
月
８
日

（
月
）
１８
時
か
ら
国
労
大
阪

会
館
１
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
委

員
会
懇
談
会
は
、
原
野
弁
護

士
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
川
辺
和

宏
・
元
労
働
者
委
員
（
現
・

あ
っ
せ
ん
委
員
）
を
お
招
き

し
て
行
い
ま
し
た
。
原
野
弁

護
士
は
、
川
辺
・
元
労
働
者

委
員
に
対
し
、「
申
立
書
に
つ

い
て
代
理
人
弁
護
士
を
立
て

な
い
で
救
済
申
立
な
ど
行
う
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が
、
明
ら
か
に
組
合
側
が
悪
い

と
判
断
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

私
が
担
当
し
た
事
件
の
大
半

は
、
最
終
段
階
で
意
見
書
を
提

出
し
て
い
る
。」
と
回
答
。
組
合

及
び
代
理
人
へ
の
要
望
で
は
、

「
代
理
人
弁
護
士
や
組
合
任
せ

は
や
め
て
ほ
し
い
。
当
該
の
職

場
が
主
体
と
な
ら
な
い
と
い
け

な
い
。
代
理
人
弁
護
士
に
は
期

日
を
守
っ
て
ほ
し
い
。」
と
い
う

要
望
で
し
た
。
そ
の
他
に
も
『
全

労
連
か
ら
選
出
さ
れ
た
労
働
者

委
員
は
川
辺
さ
ん
し
か
し
な
い

訳
で
す
け
ど
、
連
合
組
合
か
ら

選
出
さ
れ
た
労
働
者
委
員
は
少

数
組
合
の
事
を
わ
か
ら
な
い
。

公
益
委
員
に
つ
い
て
は
、
大
阪

府
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
法

学
者
・
労
働
弁
護
士
・
社
労
士

は
い
な
い
。』
な
ど
大
阪
府
労
働

委
員
会
側
か
ら
の
対
応
や
流
れ

を
知
る
こ
と
が
出
来
、
実
り
あ

る
懇
談
会
で
し
た
。
全
体
の
参

加
者
は
、
２２
名
。
建
交
労
大
阪

か
ら
は
、
前
村
執
行
委
員
長
、

荻
田
書
記
長
、
大
阪
合
同
支

部
・
松
澤
書
記
長
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

用
者
側
の
証
人
申
請
を
し
て

も
採
用
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
。
」
と
回
答
。
最
終
陳

述
・
公
益
委
員
会
議
に
お
い

て
の
質
問
で
は
、
川
辺
・
元

労
働
者
委
員
は
「
公
益
委

員
・
使
用
者
側
委
員
・
労
働

者
側
委
員
の
見
解
は
殆
ど
が

一
致
し
た
見
解
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
、
労
働
者
側
を
擁
護

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す

委
員
は
、「
基
本
的
に
口
外
禁

止
条
項
を
外
し
た
和
解
案
に

す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。」

と
回
答
。
証
人
申
請
に
つ
い

て
の
質
問
で
は
、
川
辺
・
元

労
働
者
委
員
は
、「
使
用
者
側

は
、
証
人
申
請
し
な
い
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
証
人
申

請
を
し
た
ら
不
利
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
逆
に
組
合
側
か
ら
使

人
が
近
年
増
え
て
い
る
と
聞

き
ま
す
が
、
実
際
は
ど
れ
ぐ
ら

い
の
割
合
な
の
か
？
ま
た
、
困

る
こ
と
が
あ
る
の
か
？
」
な
ど

質
問
。
川
辺
・
元
労
働
者
委
員

は
、
「
代
理
人
弁
護
士
を
立
て

る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
代
理
人

弁
護
士
を
立
て
ず
に
救
済
申

立
を
す
る
ユ
ニ
オ
ン
系
の
労

働
組
合
が
あ
る
。
代
理
人
弁
護

士
が
付
く
場
合
は
、
書
面
も
整

理
さ
れ
て
い
て
解
り
や
す
い

が
、
な
い
場
合
は
何
が
主
張
し

た
い
の
か
解
り
づ
ら
い
。
同
じ

主
張
が
多
く
、
く
ど
い
と
感
じ

る
。
労
働
者
委
員
を
含
め
使
用

者
側
や
公
益
委
員
も
読
み
込

み
を
し
て
論
点
整
理
を
す
る

訳
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
長
々
と

し
た
書
面
は
疲
れ
る
。
整
理
さ

れ
た
書
面
で
あ
れ
ば
短
く
て

（
１５
ペ
ー
ジ
程
度
）
も
良
い
。

長
文
で
あ
れ
ば
良
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
」
と
回
答
。

口
外
禁
止
条
項
に
つ
い
て
の

質
問
で
は
、
川
辺
・
元
労
働
者
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動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
２

日
目
は
、
此
花
支
部
：
山
本

組
合
員
と
十
川
幹
事
が
宣
伝

行
動
に
参
加
。
３
日
目
は
、

長
谷
川
幹
事
と
関
西
合
同
支

部
：
中
石
組
合
員
、
４
日
目

は
、
此
花
支
部
：
山
本
組
合

員
と
竹
嶋
幹
事
が
参
加
し
ま

し
た
。
過
積
載
防
止
宣
伝
行

動
に
取
り
組
む
組
織
は
、
４

組
織
あ
り
ま
す
。（
建
交
労
大

阪
府
本
部
・
全
港
湾
関
西
地

方
本
部
・
運
輸
労
連
・
交
通

労
連
）
長
年
続
け
て
い
る
過

積
載
防
止
宣
伝
運
動
の
効
果

 

建
交
労
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部

会
は
、
６
月
９
日
（
火
）
か

ら
６
月
１２
日
（
金
）
ま
で
の

４
日
間
、
年
間
２
回
行
う
過

積
載
防
止
宣
伝
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
初
日
の
６
月

９
日
（
火
）
に
は
、
橋
本
部

会
長
と
酒
井
幹
事
が
大
阪
府

ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
行
わ
れ
た

出
陣
式
の
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
、
大
阪
府
庁
前
を

通
り
各
担
当
地
域
で
ト
ラ
ッ

ク
の
過
積
載
防
止
宣
伝
の
行

と
法
律
規
制
強
化
の
効
果
も

あ
る
の
か
、
近
年
の
ト
ラ
ッ

ク
過
積
載
は
大
分
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
、

ダ
ン
プ
は
、
今
も
な
お
過
積

載
を
し
て
い
る
ダ
ン
プ
も
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
は
、

過
積
載
だ
け
で
な
く
労
働
条

件
の
改
善
が
な
け
れ
ば
、
そ

も
そ
も
人
手
不
足
が
解
消
出

来
ま
せ
ん
。
長
時
間
労
働
・

低
賃
金
を
解
消
し
て
こ
そ
、

魅
力
あ
る
業
種
に
か
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
運
動
継
続
が
必

須
で
あ
り
ま
す
。 
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遇
改
善
の
た
た
か
い
。
③
地

域
の
と
り
く
み
（
春
闘
宣
伝
、

学
習
会
、
決
起
集
会
）
④
全

労
連
次
年
度
方
針
１
次
案

（
改
憲
を
止
め
る
ス
ト
ラ
イ

キ
））
に
つ
い
て
議
論
。 

 

２
回
目
の
分
散
会
テ
ー
マ

は
、「
①
要
求
実
現
に
向
け
て

当
事
者
が
主
体
と
な
る
と
り

く
み
②
要
求
対
話
や
仲
間
づ

く
り
対
話
③
若
い
人
へ
の
働

き
か
け
で
や
っ
て
み
て
良
か

っ
た
こ
と
、
工
夫
し
て
い
る

こ
と
④
組
織
強
化
、
次
世
代

に
つ
な
ぐ
組
合
活
動
」
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。 

全
体
の
参
加
者
は
、
３３
名
。

建
交
労
大
阪
か
ら
は
、
荻
田

書
記
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
感
想
は
、
各
産
別

で
様
々
な
工
夫
を
し
て
組
合

員
か
ら
の
信
頼
を
得
て
い
る

こ
と
や
組
合
に
助
け
ら
れ
た

恩
を
忘
れ
ず
に
い
ま
も
頑
張

っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
出
来
、
実
り
あ
る
春
闘
交

流
集
会
で
し
た
。 

 

の
２６
春
闘
の
た
た
か
い
を
交

流
し
、
実
り
あ
る
集
会
に
し
よ

う
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
嘉
満
事
務
局
長
が

全
国
的
な
２
６
春
闘
到
達
状

況
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
特
別

報
告
で
は
、
５
名
の
組
織
か
ら

報
告
。
医
労
連
・
前
原
書
記
長

は
、
「
今
年
の
春
闘
で
も
大
幅

な
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
他
の
職
種

を
比
べ
て
も
非
常
に
低
い
賃

金
で
あ
る
た
め
、
辞
め
て
い
く

人
が
多
い
。」
福
祉
保
育
労
・

寺
田
書
記
長
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
い
「
社
会
を
支
え
る

大
切
な
仕
事
。
専
門
性
に
ふ
さ

わ
し
い
、
賃
金
確
立
に
向
け

て
。
」
を
未
来
へ
の
合
言
葉
に

決
起
集
会
の
意
思
統
一
な
ど

報
告
。
そ
の
後
は
、
７
班
に
分

か
れ
て
分
散
会
を
２
回
行
い

ま
し
た
。 

 

１
回
目
の
分
散
会
テ
ー
マ

は
、「
①
２６
春
闘
を
」
振
り
返

っ
て
（
要
求
議
論
・
ス
ト
ラ
イ

キ
・
要
求
提
出
・
団
体
交
渉
の

工
夫
②
非
正
規
労
働
者
の
処

情
勢
の
緊
迫
で
様
々
な
商
品

が
値
上
が
り
し
、
生
活
が
苦

し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
引

き
続
き
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち

取
る
た
た
か
い
が
次
年
度
春

闘
で
求
め
ら
れ
る
。
今
日
の

春
闘
交
流
会
で
は
、
各
産
別

多
く
の
中
小
企
業
で
は
５
桁

の
回
答
額
を
得
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

５
桁
の
回
答
額
を
引
き
出
し

た
職
場
も
あ
り
ま
す
が
、
物

価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ
に

は
程
遠
い
結
果
で
す
。
中
東

 

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
・

大
阪
労
連
は
、
６
月

１４
日

（
日
）
午
後
１
時
か
ら
国
労

大
阪
会
館
に
お
い
て
春
闘
交

流
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

春
闘
交
流
集
会
は
、
三
枝
・

大
阪
春
闘
共
闘
事
務
局
長
の

司
会
進
行
で
始
ま
り
、
開
会

あ
い
さ
つ
に
は
、
大
阪
労

連
・
福
岡
議
長
。
福
岡
議
長

は
、
「
春
闘
の
平
均
妥
結
額

は
、
大
手
の
連
合
系
職
場
で

５
桁
の
賃
上
げ
を
実
現
し
ま

し
た
が
、
我
々
が
組
織
す
る
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